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データ名対 象発行機関

電子基準点データ提供サービス
(https://terras.gsi.go.jp/）

2000年1月１日
～

2025年3月31日
国土地理院

一元化処理震源データ（気象庁、大学、
防災科学技術研究所）※

(https://hinetwww11.bosai.go.jp/auth/JMA/?LANG=ja)

※ 2000年〜2022年までは，地震月報（カタログ編）の震
源データを使用
(https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/bulletin/hypo.html）

2000年1月1日
～

2025年3月31日
気象庁
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・ 有感地震の発生頻度等が 長
期的な傾向と比較して急激に
増加し、継続して いないかど
うかを確認する。

観測結果イメージ
伸び

縮み

【有感地震の発生頻度等】

【地殻変動 （基線長の変化）】

・ 地殻変動（基線長の変
化及び変動率）が長期
的な傾向と比較して急
激に変動し、継続して
いないかどうかを確認
する。

観測結果イメージ
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3

※変動率の算出：
その時点から過去1年分の
データを用いて最小二乗法
により回帰直線を求め、そ
の傾きを変動率とする。

過去1年

変
動
率

(cm/年)

基
線
長
(cm)

a

回帰直線
y=ax+b

基線長の変動率(cm/年)

基線長変化(cm)

時間

時間

・活火山に関する公的機関の評価及び当社の評価
に基づき、カルデラの活動状況の変化を総合的に判断

〔Ⅰ 活火山に関する公的機関の評価〕

〔Ⅱ 当社の評価〕

〔Ⅲ 総合評価〕

① 評価の収集

・評価結果については火山の専門家に助言を頂く １回/年

１回/月

※１ 異常が出た場合等に臨時で発表される不定期情報も逃さず収集
※2 その他公的機関の評価等も参照

資料名対 象発行機関

火山周辺地域における地殻変動観測
(https://www.gsi.go.jp/BOUSAI/kazan_index.html)

2024年4月度～
2025年3月度

国土地理院

火山活動解説資料（九州地方の火山）
(https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-

act_doc/monthly_vact.php）

2024年（年報）
2024年4月～

2025年3月（月報）
気象庁

第3回 火山調査委員会 資料
(https://www.mext.go.jp/a_menu/kaihatu/jishin/mext_00095.html）

第4回 火山調査委員会 資料
(https://www.mext.go.jp/a_menu/kaihatu/jishin/mext_00135.html）

第3回 2024年9月
25日 開催

第4回 2025年2月
17日 開催

火山調査研
究推進本部

• 火山活動のモニタリングは、「Ⅰ 活火山に関する公的機関の評価」及び「Ⅱ 当社の評価」に基づき、カルデラの活動状況の変化を、過去からの長期
的な傾向と比較して、大きな変化が生じ、かつ、それが継続していないことについて、総合評価を行う。総合評価においては、「観測データに有意な変
化があったと判断する目安」のチェックリスト（P11～12）を用い、火山専門家の助言を受けた上で評価結果を取り纏める。

① データの収集 ⇒ ② 分析 ⇒ ③ 評価

１．モニタリングの概要 [評価方法]
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１．モニタリングの概要 [監視レベルの移行判断基準と監視体制]

移行判断基準監視レベル

• 観測状況に変化がなく、静穏な状態。
• マグマ供給率が0.01km3/年未満。

平常

• 中規模噴火、地殻変動・地震活動の軽微な変化等が確認
される状態。

• マグマ供給率が0.01km3/年以上から0.05km3/年未満。
注意

• 大規模噴火、地殻変動・地震活動の顕著な変化等が確認
される状態。

• マグマ供給率が0.05km3/年以上から0.10km3/年未満。
警戒

• 対象火山に破局的噴火への発展の可能性が確認される状
態。

• マグマ供給率が0.05km3/年以上から0.10km3/年未満、かつ
カルデラの活動と判断される場合。又は、対象火山のマ
グマ供給率が0.10km3/年以上。

緊急

• 当社は、「カルデラ火山モニタリング対応基準」 （社内規定）に基づき、対象火山のモニタリングを実施している。土木建築本部 原子力グループ

長は１ヶ月に１回、対象火山の活動状況に変化がないことを確認し、対象火山に変化が生じた場合又は１年に１回原子力土木建築部長に報告す

る。報告を受けた原子力土木建築部長はマグマ供給率及び毎月のデータを考慮し、第三者（火山専門家）の助言を受けた上で監視レベルを変

更する。（なお、原子力土木建築部長は、新知見、第三者（火山専門家）の助言等を踏まえ、監視レベルの移行判断基準、モニタリング評価方法

等を必要に応じて見直す。）

• モニタリングの監視レベルについては、火山調査研究推進本部、国土地理院、気象庁等が公表する火山に関する評価を収集し、火山の活動状

況の変化に着目した上で、マグマ供給率に基づく移行判断基準を設定している。

原子力土木建築部長

カルデラ火山対応委員会
（社内委員会）

【委員長】社 長

土木建築本部
原子力グループ長

火山活動のモニタリング
毎月のデータの確認

第三者
（火山専門家）

• 原子力グループ長は、１ヶ月に１回、対象火山の活動状況に
変化がないことを確認する。

• 対象火山に変化が生じた場合、又は１年に１回その結果を原
子力土木建築部長に報告。

（平常時、注意時）
• １年に１回、又は対象火山の活動状況に変化があった場合

は評価結果をカルデラ火山対応委員会に報告。
（警戒時、緊急時）
• 詳細観測結果に基づき都度対象火山の活動状況を評価し、

その評価結果を社内委員会であるカルデラ火山対応委員会
にて社長に報告。

報告

報告
助言
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注意

緊急

警戒

平常

監視
レベル 監視体制

マグマ供給率(×0.01km3/年)

１０～

５～１０未満

１～５未満

１未満

判断基準

注意

緊急

警戒

平常

監視
レベル 監視体制

マグマ供給率(×0.01km3/年)

１０～

５～１０未満

１～５未満

１未満

判断基準

カルデラの活動

継 続 監 視詳細観測の実施
（GNSSの増設等によ

る圧力源の検討）

・対処準備
・燃料体等の搬出等

後カルデラの活動

活動的なマグマ
溜まりの特定

長期にわたり（1～3年程度）マグマ

供給率が１を超える場合は、火山
専門家等の助言を得ながら必要に
応 じ て 詳 細 観 測 を 実 施

変化の原因等

の検討

マ
グ
マ

マ
グ
マ
供
給
率
の
増
加

供
給
率
の
増
加

・GNSS連続観測による基線長変化
・地震観測による震源分布

・対処準備
・燃料体等の搬出等

詳細観測の実施
（GNSSの増設等による圧力源の検討）

異常の原因等

の検討

マグマ供給率に変化が生じた場合、
火山専門家等の助言を得ながら必
要 に 応 じ て 監 視 レ ベ ル を 移 行

変化の原因等

の検討

・GNSS連続観測による基線長変化
・地震観測による震源分布

※１ 姶良カルデラ周辺のGNSS観測結果等から得られる、ここ数百年の地殻変動量及びマグマ供給率

※２ Druitt et aｌ. (2012)によるマグマ供給率の最小値（0.05km3/年）を警戒体制に移行する基準値として適用

※３ Druitt et aｌ. (2012)によるマグマ供給率の中央値（0.10km3/年）を適用
5

※１

※２

※３

１．モニタリングの概要 [監視レベルの移行判断基準と監視体制]
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当社監視
レベル

活火山に関する公的機関の評価及び当社の評価の概要
総合評価

活動状況

の変化

対象
火山

平 常

・ モニタリングの各監視項目において、有意な変化は認められない。
[主な監視項目]

－地震活動、地殻変動・地盤変動、火山ガス・熱活動（表面活動）には、既往の傾向と比較して急激な変化は認められない。
[その他の監視項目]

－噴出場所及び噴出物、噴火様式、地下構造には、既往の傾向と比較して急激な変化は認められない。

・ マグマ供給を示唆する地殻変動は認められず、マグマ供給率は0.01km3/年を超過しない。

な し
阿 蘇

カルデラ

平 常

・ モニタリングの各監視項目において、有意な変化は認められない。
[主な監視項目]

－地震活動、地殻変動・地盤変動、火山ガス・熱活動（表面活動）には、既往の傾向と比較して急激な変化は認められない。
[その他の監視項目]

－噴出場所及び噴出物、噴火様式、地下構造には、既往の傾向と比較して急激な変化は認められない。

・ マグマ供給を示唆する地殻変動は認められず、マグマ供給率は0.01km3/年を超過しない。

な し
加久藤
・小林

カルデラ

注 意

・ モニタリングの各監視項目において、有意な変化は認められない。
[主な監視項目]

－地震活動、地殻変動・地盤変動、火山ガス・熱活動（表面活動）には、既往の傾向と比較して急激な変化は認められない。
[その他の監視項目]

－噴出場所及び噴出物、噴火様式、地下構造には、既往の傾向と比較して急激な変化は認められない。

・ １年間のマグマ供給率は約0.01km3/年であり、0.05km3/年を超過しない。長期的にマグマ供給を示唆する地殻変動が認められること、及び過
去３年間のマグマ供給率を考慮し監視レベルは「注意」を継続する。

な し
姶 良

カルデラ

平 常

・ モニタリングの各監視項目において、有意な変化は認められない。
[主な監視項目]

－地震活動、地殻変動・地盤変動、火山ガス・熱活動（表面活動）には、既往の傾向と比較して急激な変化は認められない。
[その他の監視項目]

－噴出場所及び噴出物、噴火様式、地下構造には、既往の傾向と比較して急激な変化は認められない。

・ マグマ供給を示唆する地殻変動は認められず、マグマ供給率は0.01km3/年を超過しない。

な し
阿 多

カルデラ

平 常

・ モニタリングの各監視項目において、有意な変化は認められない。
[主な監視項目]

－地震活動、地殻変動・地盤変動、火山ガス・熱活動（表面活動）には、既往の傾向と比較して急激な変化は認められない。
[その他の監視項目]

－噴出場所及び噴出物、噴火様式、地下構造には、既往の傾向と比較して有意な変化は認められない。

・ マグマ供給を示唆する地殻変動が認められるが、マグマ供給率は0.01km3/年を超過しない。

な し鬼 界

• 公的機関による発表情報、既存観測網によるデータ等を収集・分析した結果、各カルデラ火山において、火山影響評価時からの有意な変化は

認められないことから、対象火山の活動状況に変化はないと評価した。

〔Ⅲ〕 総合評価⇒検討中（野々村）２．モニタリング評価結果（まとめ：総合評価）

6
※ 本報告における対象火山は、阿蘇カルデラ、加久藤・小林カルデラ、姶良カルデラ、阿多カルデラ及び鬼界の５つのカルデラ火山とする
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【補足】 火山専門家の助言

当社の対応2024年度 モニタリング評価結果に対する助言

－• カルデラ火山の活動状況に変化はないという評価で問題ない。総括

• 2024年度報告では九州で地殻変動に大き
く影響を与えたM7.0以上の地震（2018年4
月の熊本地震及び2024年8月8日の日向
灘の地震）を対象とし、地震直後の変動を
全基線オフセットして示した。次年度以降
オフセットや余効変動の程度が分かりやす
くなるよう記載を検討する。

• 地震後の基線長のオフセットについて、オフセット量が示されて
おらず、火山活動による地殻変動なのか、地震による余効変動
なのか分かりずらくなっていることから記載を工夫すること。

全体

カ
ル
デ
ラ
火
山

• 2024年度報告資料に反映済み。• 吉岡噴気について、火山全体の熱収支との直接的な関連性は
小さいと考えられることから、既往文献等の評価を参考として記
載すること。

阿蘇

• 熊本地震発生前後のトレンドの変化に着
目したうえで、長期的な傾向の変化を今後
も注視する。

• 清和を結ぶ基線長（①、⑤、⑥）は熊本地震が発生する前のト
レンドには戻っていないように見えることから、今後も注視するこ
と。

• 長期的な傾向の変化を今後も注視する。• 2024年度は桜島の噴出物量が比較的小さいにもかかわらず沈
降傾向がみられ、これまでの傾向と異なることから、引き続き注
視すること。

姶良

• シルモデルやダイクモデルも含めて、今後
も引き続き検討する。

• マグマ供給率の算定について、シルモデルやダイクモデルも
含めて引き続き検討すること。鬼界

第三者（火山専門家）のコメント（１／２）
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【補足】 火山専門家の助言

当社の対応2024年度 中・長期的取組みに対する助言

• 今後もデータを蓄積し、ベクトルを用いた
推定も含め引き続き検討する。

• 2018年～2024年の累積変動の基線長を用いた圧力源及び体
積変化量の推定について、黒島が動いていないという前提で、
ベクトルを用いた推定も検討すること。今後も、引き続きデータ
を蓄積し検討すること。

鬼界における
2018年～2024年
の累積変動

• 干渉SARによる島内の相対的な変位差の
活用について検討する。

• 鬼界はデータが少ないことが一番のネックになっていることから、
データを増やす取組みの一環として、干渉SARによる島内の相
対的な変位差の活用についても可能であれば検討すること。

干渉SAR時系列
解析 • 干渉SARの特性を踏まえ、精度の良いPS

点を増やしたり、マグマの供給に感度があ
る範囲に対象を絞るなどの取組みを検討
する。

• 最終的に、カルデラ火山へのマグマ供給を判断することが目的
であれば、干渉SARは、必ずしも広範囲を面的に干渉させるこ
とが目的ではない。精度の良いPS点を増やしたり、マグマの供
給に感度がある範囲に対象を絞るなどの取組みを検討すること。

第三者（火山専門家）のコメント（２／２）
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【補足】 モニタリング対象のカルデラ火山

玄海原子力発電所

阿蘇カルデラ

阿蘇山

加久藤・小林カルデラ

桜島
姶良カルデラ

阿多カルデラ

鬼界

霧島山

若尊

池田・山川

開聞岳

薩摩硫黄島

川内原子力発電所

※カルデラリムの形状について、
阿蘇カルデラは地形により判断、
加久藤・小林カルデラ、姶良カル
デラ、阿多カルデラ及び鬼界につ
いては町田ほか編（2001）日本の
地形7九州・南西諸島による。
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気象庁：月間火山概況（2025年３月）

国土地理院：火山周辺地域の地殻変動（2025年３月）

【補足】 国土地理院の地殻変動図及び気象庁の火山概況
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・火山モニタリングにおける「観測データに有意な変化があったと判断する目安」について 報告書 （令和２年３月６日） 原子炉安全専門審査会 原子
炉火山部会 P.６より抜粋

【補足】 「観測データに有意な変化があったと判断する目安」について
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・火山モニタリングにおける「観測データに有意な変化があったと判断する目安」について 報告書 （令和２年３月６日） 原子炉安全専門審査会 原子
炉火山部会 P.７より抜粋

【補足】 「観測データに有意な変化があったと判断する目安」について
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３ ． モ ニ タ リ ン グ 評 価 結 果
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・ 各監視項目において、有意な変化は認められない。
・ また、マグマ供給を示唆する地殻変動は認められず、マグマ供給率は0.01km3/年を超過しないことから、活動状況に変化はないと評価した。（当社監
視レベル：平常）

評価データ監視項目

・ 地震発生領域の拡大又は消滅、新たな地震発生領域の出現は認められない。
・ 地震発生数の急激な変化は認められない。

（P15～21）

・一元化処理震源データ※（気象庁、大学、防災科学技術研究所）
データ期間：2000.1.1～2025.3.31（※ 2000年〜2022年までは，
地震月報（カタログ編）の震源データを使用）

地震活動

①
主
な
監
視
項
目

・ 既往の傾向と比較して、急激な変化は認められない。
・ 既往の地殻変動と異なる場所での地殻変動の出現は認められない。
・ 傾斜計・伸縮計による地盤変動の急激な傾向の変化は認められない。

（P22～33）

・[GNSS] 電子基準点データ提供サービス（データ期間：2000.1.1～
2025.3.31）
・[水準測量] 京都大学理学研究科 第３回火山調査委員会 阿蘇
山
・[衛星観測] 国土地理院 第３回火山調査委員会 阿蘇山，国土
地理院 地理院地図（解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA）
・[傾斜計・伸縮計] 気象庁 第３回火山調査委員会 阿蘇山，防災
科学技術研究所 第３回火山調査委員会 阿蘇山

地殻変動・
地盤変動

・ 既往の火山ガス放出場所の拡大又は消滅、 放出場所の出現は認められない。
・ 火山ガスの放出量に急激な傾向の変化は認められない。

（P34～39）

・気象庁 令和６年（2024年）の阿蘇山の火山活動
・気象庁 阿蘇山の火山活動解説資料（令和７年３月）

火山ガス
・熱活動

（表面活動）

・ 既往の火口の拡大や消長、新たな火口や火道の形成は認められない。
・ マグマ成分の物理的・化学的性質に急激な変化があったとする科学的知見は

認められない。
（2024年度には噴火は発生していない。〔阿蘇山〕）

噴出場所及び
噴出物

②
そ
の
他
の
監
視
項
目

・ 噴煙柱高度が数十km 程度のプリニー式噴火を伴うような噴火は認められない。（2024年度には噴火は発生していない。〔阿蘇山〕）噴火様式

・ 地殻内に推定される低速度及び低比抵抗領域の拡大又は消滅、新たな低速
度及び低比抵抗領域が出現したとする科学的知見は認められない。

（①主な監視項目に有意な変化は認められない。なお、文献調査
による新知見がないことも確認。）

地下構造

・気象庁噴火警戒レベル（2025/3/31現在）： 阿蘇山（レベル１、活火山であることに留意）備 考

① 阿蘇カルデラ [モニタリング項目のまとめ]
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・ 2024年度の地震活動（発生数、位置、規模等）は、過去と比較して有意な変化は認められない。
・ 阿蘇カルデラ内北部においてＭ３クラスの地震が発生している。また、中岳西（草千里北西）での地震も2023年度と同程度発生している。今後の活動に留意する。
・ なお、布田川・日奈久断層帯及びその延長部における熊本地震の余震は減少傾向にある。

〔 Mc値（2000～2024年データ使用）〕通常地震：0.1 低周波地震：0.2

ストロンボリ
式噴火阿蘇山（中岳）：ごく小規模な噴火

ごく小規模な噴火 ごく微量または
少量の降灰 火砕流を伴う噴火

ごく小規模から小規模な噴火

爆発的噴火

小規模噴火

断続的噴火

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の地震発生数の推移）]
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*震源は2000年以降をプロット。2024年 4月1日以降を濃色表示
**地震観測点は地震調査研究推進本部のデータベースによる高感度地
震計（2024年 4月1日現在）

中岳第一火口

布田川・日奈久
断層帯

4/26 M3.64/26 M3.8

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地震活動（震源分布とﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞの経時変化）]
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低周波地震数/総地震数

25/537

主な噴火
7/10
ごく小規模な噴火

低周波地震数/総地震数

11/507
低周波地震数/総地震数

9/538
低周波地震数/総地震数

11/581

低周波地震数/総地震数

13/469

主な噴火
1/14
ごく小規模な噴火

低周波地震数/総地震数

17/544

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の震源分布の推移）]



1818

低周波地震数/総地震数

7/383

主な噴火
2/4
ごく小規模な噴火
5/19
ごく微量の降灰

低周波地震数/総地震数

6/340
低周波地震数/総地震数

19/311
低周波地震数/総地震数

11/538

低周波地震数/総地震数

0/446
低周波地震数/総地震数

5/707

主な噴火
5/15～6/9
ごく少量の火山灰を放出
6/15
ごく少量の降灰

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の震源分布の推移）]
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低周波地震数/総地震数

3/604

主な噴火
8/8
ごく小規模な噴火
9/14～10/23
連続的な噴火
12/25
空振を伴う噴火

低周波地震数/総地震数

29/548
低周波地震数/総地震数

4/719
低周波地震数/総地震数

9/701

主な噴火
11/25～2015/5/21
ストロンボリ式噴火

低周波地震数/総地震数

18/20984

主な噴火
2～5月
ごく小規模から小規模な噴火
10/8
爆発的噴火（マグマ水蒸気噴火）
噴煙高度11,000ｍ

低周波地震数/総地震数

45/4687

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の震源分布の推移）]
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低周波地震数/総地震数

30/761

20

低周波地震数/総地震数

29/857

主な噴火
10/14,15
ごく小規模な噴火
10/20
火砕流を伴う噴火
（噴煙高度火口縁上3,500m）

低周波地震数/総地震数

19/2258
低周波地震数/総地震数

33/1361

主な噴火
4/16
小規模な噴火
5/3
噴煙高度2,000mまで上昇
2019/7/26～2020/6中旬
断続的に噴火

低周波地震数/総地震数

25/1074

主な噴火
2019/7/26～2020/6中旬
断続的に噴火

低周波地震数/総地震数

23/737

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の震源分布の推移）]
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低周波地震数/総地震数

33/756

21

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の震源分布の推移）]

低周波地震数/総地震数

6/171

*1月～3月の地震数
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↑伸び(cm) ①熊本小国：960699-清和：950466(基準値 42429.74ｍ)

基線長の変動率(cm/年)

基線長変化(cm)

変動率(cm/年)

4/14熊本地震発生▼

8/8

日向灘の地震（M7.1）▼

1/13

日向灘の地震（M6.6）▼

▼ ▼ ▼ ▼▼ ▼

国土地理院のGNSS観測点

22

基線①～③の時系列変化

・ 2024年度の基線長変化は、阿蘇カルデラへのマグマ供給を示唆する広範囲な伸びの傾向が認められず、過去と比較して急激な傾向の変化は認め
られない。ただし、基線①など一部の基線に2024/8/8日向灘の地震後の余効変動による伸びの傾向がみられるため、今後も注視する。

・ 阿蘇カルデラ内の基線（基線⑦、⑧、⑨）は、2023年12月頃からわずかに伸びに転じその後停滞していたが、2024年10月頃から縮みの傾向がみられ
る。

・ また、各基線の変動傾向は概ね熊本地震前の状態に戻っており、余効変動の影響はほとんどなくなっている。

0

0

0

①

②

③

阿蘇山（中岳第一火口）

950466

021070 950474

960699

960704

950465

清和

長陽

熊本小国

阿蘇

久住

熊本

菊池

高森

※1 2010年1月1日の基線長を基準値とし、基準値からの
変化量を表示

※2 変動率は過去1年間のデータを用いて求めた近似式
により算出

※3 赤色の▼は主な噴火
※4 全ての基線において2016年4月の熊本地震と2024年

8月8日の日向灘の地震時による変動を補正し図示

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS基線長変化）]
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↑伸び(cm) ⑤菊池：021070-清和：950466(基準値 35382.17ｍ)

基線長の変動率(cm/年)

基線長変化(cm)

変動率(cm/年)
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6

-20

-5

10

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

↑伸び(cm) ④菊池：021070-久住：950474(基準値 38666.11ｍ) 変動率(cm/年)

4/14熊本地震発生▼ 8/8日向灘の地震（M7.1）▼

1/13

日向灘の地震（M6.6）▼

▼▼ ▼ ▼▼ ▼

国土地理院のGNSS観測点

23

基線④～⑥の時系列変化

0

0

0

④

⑤ ⑥

021070
950474

950466

清和

長陽

熊本小国

阿蘇

久住

熊本

菊池

高森

阿蘇山（中岳第一火口）

※1 2010年1月1日の基線長を基準値とし、基準値からの
変化量を表示

※2 変動率は過去1年間のデータを用いて求めた近似式
により算出

※3 赤色の▼は主な噴火
※4 全ての基線において2016年4月の熊本地震と2024年

8月8日の日向灘の地震時による変動を補正し図示

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS基線長変化）]
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4/14熊本地震発生▼
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↑伸び(cm) ⑧長陽：960701-高森：960704(基準値 13042.38ｍ) 変動率(cm/年)

国土地理院のGNSS観測点

24

基線⑦～⑨の時系列変化

0

0

0

⑧

⑦

⑨

960704

960703

960701

清和

長陽

阿蘇

熊本

菊池

高森

阿蘇山（中岳第一火口）

※1 2010年1月1日の基線長を基準値とし、基準値からの
変化量を表示

※2 変動率は過去1年間のデータを用いて求めた近似式
により算出

※3 赤色の▼は主な噴火
※4 全ての基線において2016年4月の熊本地震と2024年

8月8日の日向灘の地震時による変動を補正し図示

熊本小国

久住

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS基線長変化）]
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・ 2024年度の鉛直変動は、阿蘇カルデラへのマグマ供給を示唆する広範囲の隆起傾向は認められず、過去と比較して急激な傾向の変化は認められな
い。

GNSS観測点周辺の樹木により衛星の補足状
況が悪くなり、鉛直変動が大きくなったと思わ
れる。
2015年11月に樹木の伐採が実施された後は、
鉛直変動が小さくなっている。

950456（上対馬）を固定点とした比高の時系列変化

菊池

熊本小国

熊本

阿蘇

久住

高森

清和

長陽

※1 2010年1月1日での950456（上対馬）との比高
を基準値とし、基準値からの変化量を表示

※2 変動率は過去1年間のデータを用いて求めた
近似式により算出

※3 熊本小国の2015年の変動は、電子基準点周
辺の樹木により衛星の補足状況が悪くなった
ため、大きくなっている。なお、2015年11月に
樹木の伐採を実施

※4 長陽の2021年後半～2022年1月の変動は、電
子基準点周辺の樹木により衛星の補足状況が
悪くなったため、大きくなっている。なお、2022
年1月に樹木の伐採を実施

※5 赤色の▼は主な噴火
※6 全ての観測点の比高において2016年4月の

熊本地震と2024年8月8日の日向灘の地震時
による変動を補正し図示

国土地理院のGNSS観測点

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS各観測点の鉛直変動）]
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・ 阿蘇カルデラ周辺の地殻変動の向きを把握するため、緒方を固定点とした2019年以降の水平変動ベクトルを整理した。

・ 2019年には阿蘇中岳噴火が発生し、水平変動ベクトルにおいては膨張傾向が捉えられている。

・ 2024年は過去と比較して急激な傾向の変化は認められない。

（2019.4～2020.6）阿蘇中岳噴火、（2019）豊後水道SSE

2019年の地殻変動 2020年の地殻変動 2021年の地殻変動

2022年の地殻変動 2023年の地殻変動 2024年の地殻変動

緒方緒方

緒方緒方緒方

緒方

（2021.10）阿蘇中岳噴火

※ 当年12/25～31の平均水平変位と前年12/25～31の平均水平変位の差を1年間の変位として求めた。
※ 2024年は2024年8月8日の日向灘の地震時の変動を除去して示している。

（2024.8.8）日向灘の地震：M7.1

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS水平変動ベクトル）]
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阿蘇山における水準測量
京都大学理学研究科

第３回火山調査委員会 阿蘇山

27

・1937年10月から2022年9月までの水準測量結果のうち、中岳火口や草千里に近い3つの水準点の中央火口丘北麓の水準点（AVL1）に対する比
高の時間変化を1937年の比高を基準として表したものである（ただし、AVL11,AVL13 は1958年に改埋されている）。2012年のAVL14は1937年にく
らべて約10cm沈降していることがわかる。
・1997年から2008年の上下変動量から草千里直下の変動源での体積変化量が求められており、AVL14 の変動量1cm は1.7x106m3 の体積変化
に対応する（変動源の位置は不変と仮定）。したがって、2012年当時の草千里直下のマグマ溜まりの体積は、1930年代後半にくらべて約2x107m3

減少していたと推定される。
・2012年以降はGPS 観測により複数回のマグマ溜まりの膨張が捉えられているが、いずれの膨張も106m3 のオーダーであり、長期間にわたって
減少したマグマの量を回復させるにはいたっていない。
（京都大学理学研究科 第３回火山調査委員会）

• 京都大学理学研究科による1937年～2022年の水準測量の結果では、2012年のマグマ溜まりの体積は1930年代後半にくらべて約2×107m3 減少し
ていたと推定されている。また、2016 年熊本地震以降中央火口丘北麓から草千里をへて火口周辺にいたる領域で沈降が観測されており、顕著な隆
起は無いことを確認した。

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（水準測量）］
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阿蘇山における水準測量
京都大学理学研究科 第３回火山調査委員会 阿蘇山

28

• 図3 に示されているように、2016 年熊本地震以前の水準測量では、阿蘇山麓北側のAVL1 を基準とした場合に、草千里を中心とするゆるやかな沈降
（0.5cm/year 以下）が検出されていた。しかし、2016 年以降の測量結果は、2016 年熊本地震本震による地震時地殻変動とその後の余効変動を反映
するもの（2018 年9 月の標高は2012 年9 月と比較すると草千里周辺で約30cm の沈降）となっている（図4 左）。

• また、2018 年から2022 年の上下変化（図４右）は、値こそ熊本地震を挟む期間にくらべて小さいが、その変化の空間分布は熊本地震前後の上下変
化の空間分布とよく対応しており、中央火口丘北麓から草千里をへて火口周辺にいたる領域で沈降が観測されている。その沈降量は中岳第一火口
周辺で3cm、草千里周辺で2cm 程度である。
（京都大学理学研究科 第３回火山調査委員会）

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（水準測量）]
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阿蘇山の干渉SAR時系列解析結果（南行）
国土地理院 第３回火山調査委員会 阿蘇山

• 中岳第一火口の地点A及び草千里の地点Bを含む広い範囲に、衛星から遠ざかる変動が見られていましたが、2021年頃から停滞しています。
（国土地理院 第３回火山調査委員会）

• 既往の地殻変動と異なる場所での地殻変動の出現は認められない。

• 干渉SAR時系列解析の南行軌道において、中岳第一火口周辺に衛星から遠ざかる変動が見られるが、2021年頃から停滞している。

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]
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国土地理院による干渉SAR解析結果
国土地理院 地理院地図（https://maps.gsi.go.jp/） （解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA）

北行：2023/9/1～2024/6/7 南行：2023/11/6～2024/2/26

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]
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国土地理院による干渉SAR時系列解析結果
国土地理院 地理院地図（https://maps.gsi.go.jp/） （解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA）

北行：2016/6/17～2022/3/4 南行：2016/4/18～2024/2/26

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]
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・傾斜計及び伸縮計では（2023年）12月中旬頃から中岳火口の浅部の膨張で説明可能な変動がみられた。（気象庁 第３回火山調査委員会）

・ 傾斜計・伸縮計による急激な傾向の変化は認められない。

阿蘇山 短期的な地殻変動（2023 年10 月～2024 年７月）
気象庁 第３回火山調査委員会 阿蘇山

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（傾斜計・伸縮計）]
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防災科学技術研究所 第３回火山調査委員会 阿蘇山

・火山活動（地殻変動）に顕著な変化は見られない。傾斜計データには、阿蘇山一の宮において2024年１月以降、８月までに東上がりのトレンド（約
1μrad/month）がある。（防災科学技術研究所 第３回火山調査委員会）

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（傾斜計・伸縮計）]
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・ 既往の火山ガス放出場所の拡大又は消滅、 放出場所の出現は認められない。

・ 2024年１月から火山ガスの放出量は増加していたが、３月以降は減少傾向となっており、過去からの長期的な傾向と比較して、火山ガスの放出量に
急激な傾向の変化は認められない。

・火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、2023 年12 月頃から増加傾向がみられ、１月から２月にかけては１日あたり最大で2,000 トン程度まで増加し
ました。その後は放出量に減少傾向がみられ、７月頃から概ね少ない状態で経過しました。（気象庁 令和６年（2024年）の阿蘇山の火山活動）
・火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、１日あたり500トン（２月：700トン）と少ない状態でした。（気象庁 阿蘇山の火山活動解説資料（令和７年３
月））

2023年4月～2025年3月（阿蘇山の火山活動解説資料（令和７年３月））

1989年１月～2024年12月（気象庁 令和６年（2024年）の阿蘇山の火山活動）

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]
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・中岳第一火口では、2021年10月21日以降噴火は発生していません。白色の噴煙は最高で火口縁上1,200ｍ以上まで上がりました。草千里の高感度
の監視カメラでは、 （2024年） １月中旬頃から７月上旬頃にかけて夜間に火映を観測しました。 （気象庁 令和６年（2024年）の阿蘇山の火山活動）
・中岳第一火口では、白色の噴煙が最高で火口縁上700ｍ（２月：500ｍ）まで上がりました。（気象庁 阿蘇山の火山活動解説資料（令和７年３月） ）

気象庁 阿蘇山の火山活動解説資料（令和７年３月）

気象庁 令和６年（2024年）の阿蘇山の火山活動

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]
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気象庁 阿蘇山の火山活動解説資料（令和７年３月）

気象庁 令和６年（2024年）の阿蘇山の火山活動

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]
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・ （2024年）３月13 日に九州地方整備局の協力により実施した上空からの赤外熱映像装置による観測では、中岳第一火口内に湯だまりを確認し
ました。また、引き続き中岳第一火口内に地熱域を確認し南側火口壁が最も高温でした。（気象庁 令和６年（2024年）の阿蘇山の火山活動）

気象庁 令和６年（2024年）の阿蘇山の火山活動

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]
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・湯だまり量は2023 年12 月には約２割まで減少しましたが、その後次第に増加し、11 月には約８割となりました。１月中旬には火口内で高さ５ｍ程度の土砂噴
出を確認しましたが、その後土砂噴出はみられていません。赤外熱映像装置による観測では、湯だまりの表面温度は61～76℃で経過しました。南側火口壁の
地熱域では2023 年12 月頃から温度の上昇傾向がみられ、５月には700℃を超える高温となりましたが、その後は温度の低下傾向がみられています。最高温度
は154～774℃で経過しました。（気象庁 令和６年（2024年）の阿蘇山の火山活動）
・ （2025年）３月に実施した現地調査では、中岳第一火口内に緑色の湯だまりを確認しました。湯だまり量は約８割と前月（２月：約８割）と同程度でした。湯だまり
内に噴湯を確認しましたが、土砂噴出はみられませんでした。赤外熱映像装置による観測では、湯だまりの最高温度は53～61℃と前月（２月：57～60℃）と同程
度でした。南側火口壁の最高温度は360～383℃と前月（２月：351～376℃）と同程度でした。（気象庁 阿蘇山の火山活動解説資料（令和７年３月） ）

気象庁 令和６年（2024年）の阿蘇山の火山活動

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]
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• 南阿蘇村吉岡の噴気地帯の状況：繰り返し実施した現地調査では、噴気地帯の状況に特段の変化はありませんでした。（気象庁 令和６年
（2024年）の阿蘇山の火山活動）

• （2025年３月） 14 日に実施した現地調査では、前回（2024 年 12 月 17 日）と同様に噴気活動が続いていることを確認しました。赤外熱映像
装置による観測では、引き続き地熱域を確認しましたが、特段の変化は認められませんでした。（気象庁 阿蘇山の火山活動解説資料（令
和７年３月） ）

気象庁 阿蘇山の火山活動解説資料（令和７年３月）

① 阿蘇カルデラ [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]

○吉岡の噴気地帯について
【寺田ほか（2007）】
吉岡温泉の地熱地域では、2005年11月頃地熱活度が高まり、噴気孔の形成や植生枯死が発生し、地熱活動は2006年10月に最盛期を迎え、噴気放熱率は15-30MWに達したが、11月以降は
約4.6MWで推移した。放出された火山灰の構成物にマグマに由来する物質は含まれておらず、地熱活動は深部からのガス供給が2006年10月にかけて増大したことにより生じた。なお、中岳第
一火口では定常的に100-400MWの放熱活動で、吉岡温泉で起きた地熱活動の数十倍規模に相当し、吉岡温泉の地熱活動が阿蘇火山全体の熱収支に与える影響は小さい。
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評価データ監視項目

・ 地震発生領域の拡大又は消滅、新たな地震発生領域の出現は認められない。
・ 地震発生数の急激な変化は認められない。

（P41～47）

・一元化処理震源データ※（気象庁、大学、防災科学技術研究所）
データ期間：2000.1.1～2025.3.31（※ 2000年〜2022年までは，
地震月報（カタログ編）の震源データを使用）

地震活動

①
主
な
監
視
項
目

・ 既往の傾向と比較して、急激な変化は認められない。
・ 既往の地殻変動と異なる場所での地殻変動の出現は認められない。
・ 傾斜計・伸縮計による地盤変動の急激な傾向の変化は認められない。

（P48～60）

・[GNSS] 電子基準点データ提供サービス（データ期間：2000.1.1～
2025.3.31）
・[衛星観測] 国土地理院 第３回火山調査委員会 霧島山，国土
地理院 地理院地図 （解析：国土地理院 原初データ所有：
JAXA）
・[傾斜計・伸縮計] 気象庁 令和６年（2024年）の霧島山の火山活
動，気象庁 霧島山の火山活動解説資料（令和７年３月），防災科
学技術研究所 第３回火山調査委員会 霧島山

地殻変動・
地盤変動

・ 既往の火山ガス放出場所の拡大又は消滅、 放出場所の出現は認められない。
・ 火山ガスの放出量に急激な傾向の変化は認められない。

（P61～75）

・気象庁 令和６年（2024 年）の霧島山の火山活動
・気象庁 霧島山の火山活動解説資料（令和７年１月，２月，３月）

火山ガス
・熱活動

（表面活動）

・ 既往の火口の拡大や消長、新たな火口や火道の形成は認められない。
・ マグマ成分の物理的・化学的性質に急激な変化があったとする科学的知見は

認められない。
（2024年度には噴火は発生していない。〔霧島山〕）

噴出場所及び
噴出物

②
そ
の
他
の
監
視
項
目

・ 噴煙柱高度が数十km 程度のプリニー式噴火を伴うような噴火は認められない。（2024年度には噴火は発生していない。〔霧島山〕）噴火様式

・ 地殻内に推定される低速度及び低比抵抗領域の拡大又は消滅、新たな低速
度及び低比抵抗領域が出現したとする科学的知見は認められない。

（①主な監視項目に有意な変化は認められない。なお、文献調査
による新知見がないことも確認。）

地下構造

・気象庁噴火警戒レベル（2025/3/31現在）： 霧島山【新燃岳】（レベル3（入山規制））、霧島山【御鉢】、霧島山【えびの高原（硫黄山）周辺】、霧島山
【大幡池】（レベル1（活火山であることに留意））

備 考

• 各監視項目において、有意な変化は認められない。
• また、マグマ供給を示唆する地殻変動は認められず、マグマ供給率は0.01km3/年を超過しないことから、活動状況に変化はないと評価した。（当社監
視レベル：平常）

② 加久藤・小林カルデラ [モニタリング項目のまとめ]
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• 2024年度の地震活動（発生数、位置、規模等）は、過去と比較して有意な変化は認められない。

• 2024/8/8日向灘の地震後（８～10月）、韓国岳北方、小林カルデラ外南東部～南西部、加久藤カルデラ外南東で多くの地震が発生した。また、韓国岳
北方では９月にM３クラスの地震が発生しているため、今後の地震活動に留意していく。

〔 Mc値（2000～2024年データ使用）〕通常地震：0.2 低周波地震：0.1

準プリニー式噴火
新燃岳：小規模な水蒸気噴火

爆発的・マグマ噴火

ごく小規模～小規
模な水蒸気噴火

連続

噴火
連続噴火・
溶岩噴出

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の地震発生数の推移）]
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*震源は2000年以降をプロット。2024年 4月1日以降を濃色表示
**地震観測点は地震調査研究推進本部のデータベースによる高感度地
震計（2024年 4月1日現在）

新燃岳

御鉢

えびの高原

9/6 M3.0、
9/10 M3.1

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地震活動（震源分布とﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞの経時変化）]

大幡池
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低周波地震数/総地震数

26/764

低周波地震数/総地震数

4/290
低周波地震数/総地震数

14/304
低周波地震数/総地震数

27/380

低周波地震数/総地震数

29/580
低周波地震数/総地震数

32/423

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の震源分布の推移）]

43
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低周波地震数/総地震数

9/502

低周波地震数/総地震数

5/644
低周波地震数/総地震数

17/694
低周波地震数/総地震数

10/996

主な噴火
小規模：水蒸気噴火
8/22 新燃岳：
小林市方面へ降灰

低周波地震数/総地震数

27/683

主な噴火
水蒸気噴火
3/30、4/17、5/27、6/27～28、
7/5、7/10 新燃岳：
ごく小規模～小規模噴火を繰り
返す

低周波地震数/総地震数

38/751

主な噴火
新燃岳：
中規模：マグマ噴火

1/19 小規模な噴火
1/26～27 準プリニー式噴火
1/27～3/1 ブルカノ式噴火

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の震源分布の推移）]
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低周波地震数/総地震数

30/579

低周波地震数/総地震数

41/1747
低周波地震数/総地震数

26/953
低周波地震数/総地震数

14/834

低周波地震数/総地震数

16/401
低周波地震数/総地震数

41/1097

主な噴火
10/11～17
新燃岳：小規模噴火

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の震源分布の推移）]
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低周波地震数/総地震数

25/707

低周波地震数/総地震数

16/1139

主な噴火
新燃岳： マグマ噴火
3/1～ ごく小規模噴火
3/6～ 爆発的噴火、溶岩流出
えびの高原（硫黄山）：
4/19～26 ごく小規模噴火

低周波地震数/総地震数

21/885
低周波地震数/総地震数

44/675

低周波地震数/総地震数

11/888
低周波地震数/総地震数

27/1126

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の震源分布の推移）]
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低周波地震数/総地震数

13/1966

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地震活動（2000年以降の震源分布の推移）]

低周波地震数/総地震数

9/413

*1月～3月の地震数



48

-2

2

6

-10

0

10

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

↑伸び(cm) ④えびの：960714-鹿児島大口：950485(基準値 25316.82ｍ) 変動率(cm/年)
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↑伸び(cm) ③熊本相良：950469-都城２：021087(基準値 43273.35ｍ) 変動率(cm/年)
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↑伸び(cm) ②鹿児島大口：950485-野尻：950481(基準値 46566.35ｍ) 変動率(cm/年)
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↑伸び(cm) ①牧園：950486-えびの：960714(基準値 23549.28ｍ)

基線長の変動率(cm/年)

基線長変化(cm)

変動率(cm/年)

8/8日向灘の地震（M7.1）▼

1/13日向灘の地震（M6.6）▼

4/14熊本地震発生▼

10/11-17新燃岳噴火▼ ▼3/1-新燃岳噴火1/26-新燃岳噴火▼

-4

0

4

-10

0

10

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

↑伸び(cm) ①牧園：950486-えびの：960714(基準値 23549.28ｍ)

基線長の変動率(cm/年)

基線長変化(cm)

変動率(cm/年)

8/8日向灘の地震（M7.1）▼

1/13日向灘の地震（M6.6）▼

4/14熊本地震発生▼

10/11-17新燃岳噴火▼ ▼3/1-新燃岳噴火1/26-新燃岳噴火▼

国土地理院のGNSS観測点

48基線①～④の時系列変化

・ 2024年度の基線長変化について、8月8日の日向灘の地震以降、震源に向かう南東方向に影響を大きく受ける基線（ ②、④、⑧、⑫、⑬、⑮）において
伸びの傾向、基線⑩において縮みの傾向が認められるものの、本地震に伴う余効変動と考えられ、その他の基線、特に南北の基線（①、⑤、⑥）におい
ては加久藤・小林カルデラへのマグマ供給を示唆する伸びの傾向は認められないことから、過去と比較して急激な傾向の変化は認められない。

・ 霧島山（新燃岳）の活動に関連すると考えられる基線①の変動は、2023年４月頃から伸びの傾向は停滞している。また基線⑨、⑩、⑫の周期的な変動
は「都城」の季節変動の影響を受けていると考えられる。

0

0

0

新燃岳

御鉢

950485

950469

960714

950486
021087

950481

都城

熊本相良

えびの

都城2
牧園

鹿児島大口

野尻

西米良

③

②

①

④

えびの高原

※1 2010年1月1日の基線長を基準値とし、基準値からの
変化量を表示

※2 変動率は過去1年間のデータを用いて求めた近似式
により算出

※3 赤色の▼は主な噴火
※4 全ての基線において2016年4月の熊本地震と2024年

8月8日の日向灘の地震時による変動を補正し図示

熊本水上

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS基線長変化）]
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↑伸び(cm) ⑧鹿児島大口：950485-都城２：021087(基準値 41008.19ｍ) 変動率(cm/年)
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↑伸び(cm) ⑦熊本水上：021076-鹿児島大口：950485(基準値 44963.17ｍ) 変動率(cm/年)
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↑伸び(cm) ⑥熊本水上：021076-都城２：021087(基準値 45985.36ｍ) 変動率(cm/年)
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-10

0
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2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

↑伸び(cm) ⑤牧園：950486-熊本相良：950469(基準値 42680.75ｍ)

基線長の変動率(cm/年)

基線長変化(cm)

変動率(cm/年)

8/8日向灘の地震（M7.1）▼

1/13日向灘の地震（M6.6）▼4/14熊本地震発生▼

10/11-17新燃岳噴火▼ ▼3/1-新燃岳噴火▼1/26- 新燃岳噴火

国土地理院のGNSS観測点

基線⑤～⑧の時系列変化

0

0

0

0

021076

新燃岳

御鉢

熊本水上

都城

熊本相良

えびの

都城2
牧園

鹿児島大口

野尻

950469

950485

950486
021087

⑥

⑦

⑤

⑧

西米良

えびの高原

※1 2010年1月1日の基線長を基準値とし、基準値からの
変化量を表示

※2 変動率は過去1年間のデータを用いて求めた近似式
により算出

※3 赤色の▼は主な噴火
※4 全ての基線において2016年4月の熊本地震と2024年

8月8日の日向灘の地震時による変動を補正し図示

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS基線長変化）]
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↑伸び(cm) ⑫鹿児島大口：950485-都城：950482(基準値 53325.68ｍ) 変動率(cm/年)
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↑伸び(cm) ⑪西米良：950479-鹿児島大口：950485(基準値 59229.65ｍ) 変動率(cm/年)
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↑伸び(cm) ⑩西米良：950479-都城：950482(基準値 58163.15ｍ) 変動率(cm/年)
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↑伸び(cm) ⑨熊本相良：950469-都城：950482(基準値 59007.74ｍ)

基線長の変動率(cm/年)

基線長変化(cm)

変動率(cm/年)

8/8日向灘の地震（M7.1）▼

1/13日向灘の地震（M6.6）▼

4/14熊本地震発生▼
▼10/11-17新燃岳噴火

▼3/1-新燃岳噴火

▼1/26- 新燃岳噴火

国土地理院のGNSS観測点

50基線⑨～⑫の時系列変化

0

0

0

0

950482

新燃岳
御鉢

西米良
熊本水上

都城

熊本相良

えびの

都城2
牧園

鹿児島大口

野尻

950485

950469

⑩

⑪

⑫
⑨

えびの高原

950479

※1 2010年1月1日の基線長を基準値とし、基準値からの
変化量を表示

※2 変動率は過去1年間のデータを用いて求めた近似式
により算出

※3 赤色の▼は主な噴火
※4 全ての基線において2016年4月の熊本地震と2024年

8月8日の日向灘の地震時による変動を補正し図示

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS基線長変化）]
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↑伸び(cm) ⑮えびの：960714-野尻：950481(基準値 22110.49ｍ) 変動率(cm/年)
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↑伸び(cm) ⑭えびの：960714-都城２：021087(基準値 21582.98ｍ) 変動率(cm/年)
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↑伸び(cm) ⑬牧園：950486-都城２：021087(基準値 20710.41ｍ)

基線長の変動率(cm/年)

基線長変化(cm)

変動率(cm/年)

8/8日向灘の地震（M7.1）▼

1/13日向灘の地震（M6.6）▼4/14熊本地震発生▼

10/11-17新燃岳噴火▼ ▼3/1-新燃岳噴火1/26-新燃岳噴火▼

0

0

0

国土地理院のGNSS観測点

新燃岳

御鉢

960714

950486
021087

950481

都城

熊本相良

えびの

都城2
牧園

鹿児島大口

野尻
⑮

⑬

⑭

えびの高原

大幡池

熊本水上

※1 2010年1月1日の基線長を基準値とし、基準値から
の変化量を表示

※2 変動率は過去1年間のデータを用いて求めた近似
式により算出

※3 赤色の▼は主な噴火
※4 全ての基線において2016年4月の熊本地震と2024

年8月8日の日向灘の地震時による変動を補正し図
示

基線⑬～⑮の時系列変化

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS基線長変化）]
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・ 2024年度の鉛直変動は、加久藤・小林カルデラへのマグマ供給を示唆する広範囲の隆起傾向は認められず、過去と比較して急激な傾向の変化は認
められない。

950456（上対馬）を固定点とした比高の時系列変化

熊本相良

鹿児島大口 えびの

都城2

熊本水上

野尻

牧園

国土地理院のGNSS観測点

※1 2010年1月1日での950456（上対馬）との比高
を基準値とし、基準値からの変化量を表示

※2 変動率は過去1年間のデータを用いて求めた
近似式により算出

※3 赤色の▼は主な噴火
※4 えびの、熊本相良、熊本水上の比高において

2016年4月の熊本地震時による変動と、全ての
観測点の比高において2024年8月8日の日向
灘の地震時による変動を補正し図示

西米良

都城

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS各観測点の鉛直変動）]
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950456（上対馬）を固定点とした比高の時系列変化

※1 2010年1月1日での950456（上対馬）との比高を
基準値とし、基準値からの変化量を表示

※2 変動率は過去1年間のデータを用いて求めた近
似式により算出

※3 赤色の▼は主な噴火
※4 全ての観測点の比高において2024年8月8日の

日向灘の地震時による変動を補正し図示

都城

西米良

国土地理院のGNSS観測点

熊本相良

鹿児島大口 えびの

都城2

熊本水上

野尻

牧園

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS各観測点の鉛直変動）]
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※ 当年12/25～31の平均水平変位と前年12/25～31の平均水平変位の差を1年間の変位として求めた。
※ 2024年は2024年8月8日の日向灘の地震時の変動を除去して示している。 54

2019年の地殻変動 2020年の地殻変動 2021年の地殻変動

2022年の地殻変動 2023年の地殻変動 2024年の地殻変動

樋脇

樋脇 樋脇樋脇

樋脇樋脇

（2019.5.10）日向灘の地震：M6.3

• 加久藤・小林カルデラ周辺の地殻変動の向きを把握するため、樋脇を固定点とした2019年以降の水平変動ベクトルを整理した。

• 2022年は霧島を中心とした外向きの変動が認められ、新燃岳の活動に関連するマグマ供給による膨張と考えられる。

• 2024年は8月8日の日向灘の地震による余効変動の影響により、南東方向への変動がみられるが、加久藤・小林カルデラ周辺のベクトルについては
マグマの供給を示すような膨張傾向は見られず、過去と比較して急激な傾向の変化は認められない。

（2020夏頃～）日向灘SSE （～2021夏頃）日向灘SSE

（2023初頭～、夏頃から停滞、
12月には収束）日向灘SSE

（2024.8.8）日向灘の地震：M7.1

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS水平変動ベクトル）]
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霧島山の干渉SAR時系列解析結果（南行）
国土地理院 第３回火山調査委員会

55

・硫黄山の地点A周辺に、衛星に近づく変動が見られます。
（国土地理院 第３回火山調査委員会）

・ 既往の地殻変動と異なる場所での地殻変動の出現は認められない。

・ 干渉SAR時系列解析では、硫黄山で、衛星に近づく方向の変位が局所的に認められる。

② 加久藤・小林カルデラ[主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]
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国土地理院による干渉SAR解析結果
国土地理院 地理院地図（https://maps.gsi.go.jp/） （解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA）

北行： 2023/8/18～2024/5/24 南行：2023/11/6～2024/2/26

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]
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国土地理院による干渉SAR時系列解析結果（当社にて一部追記）
国土地理院 地理院地図（https://maps.gsi.go.jp/） （解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA）

北行： 2014/10/1～2023/11/29 南行：2015/2/9～2024/2/26

硫黄山 硫黄山

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]
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• 11 月17 日及び12 月15 日に火山性微動を観測しましたが、これらに伴う傾斜変動は観測されませんでした。（気象庁 令和６年（2024年）の霧島
山の火山活動）

気象庁 令和６年（2024年）の霧島山の火山活動

• 傾斜計による急激な傾向の変化は認められない。

• 新燃岳近傍の傾斜計では、2025年３月に山体の膨張を示す地殻変動を観測されたが、その後収縮を示す変動となり、傾斜計による急激な傾向の変
化の継続は認められない。

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（傾斜計・伸縮計）]
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② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（傾斜計・伸縮計）]

・新燃岳近傍の傾斜計では、（2025年３月）30 日 02 時 50 分頃から山体の膨張を示す 0.1 マイクロラジアン以上の地殻変動を観測し、その後収縮
を示す変動がみられました。（気象庁 霧島山の火山活動解説資料（令和７年３月） ）

気象庁 霧島山の火山活動解説資料（令和７年３月））
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防災科学技術研究所 第３回火山調査委員会 霧島山

• 傾斜計データには、顕著な変化は見られない。
（防災科学技術研究所 第３回火山調査委員会）

② 加久藤・小林カルデラ[主な監視項目：地殻変動・地盤変動（傾斜計・伸縮計）]
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2022 年1月～2025 年 4月 2日（期間外）（気象庁 霧島山の火山活動解説資料（令和７年３月））
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・ 既往の火山ガス放出場所の拡大又は消滅、 放出場所の出現は認められない。

・ 過去からの長期的な傾向と比較して、火山ガスの放出量に急激な傾向の変化及びそれらの継続は認められない。

【新燃岳】
• 山麓で実施した現地調査では、火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は検出限界未満でした。 （気象庁 令和６年（2024年）の霧島山の火山活動）
• （2025年1月） 16 日及び30 日に山麓で実施した現地調査では、火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、検出限界未満でした（前回2024 年12 月９

日：検出限界未満）。（気象庁 霧島山の火山活動解説資料（令和７年１月））

2017 年１月～2024 年 12 月（気象庁 令和６年（2024年）の霧島山の火山活動）

2003年１月～2024年12月（気象庁 令和６年（2024年）の霧島山の火山活動）

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]
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【えびの高原（硫黄山）周辺】
• 硫黄山では、噴火は観測されていません。硫黄山の南側の噴気地帯では、監視カメラや繰り返し実施した現地調査において活発な噴気活動

や地熱域を確認しており、噴気の高さは概ね500ｍ以下で経過しました。また、一部の噴気孔では、熱水の流出を時々確認しました。また、７
月から８月にかけて噴気孔のごく近傍まで泥が飛散し堆積していることを確認しました。硫黄山の西側500ｍ付近の噴気地帯（2018 年４月26 
日の噴火場所）では、１月から４月にかけてごく弱い噴気を観測しました。

• ５月20 日に実施した現地調査では、南側の噴気地帯の一部で、４月25 日の観測と比較して地熱域のわずかな拡大を確認しました。７月４日
に実施した現地調査では、南側の噴気地帯の一部及び硫黄山火口の南側斜面にて５月20 日の観測と比較して地熱域のわずかな縮小を確
認しました。硫黄山の西側500ｍ付近の噴気地帯では、地熱域の分布に特段の変化は認められませんでした。

• （2024年）３月13 日に九州地方整備局、同月27 日に航空自衛隊航空救難団春日ヘリコプター空輸隊の協力により実施した上空からの観測
では、硫黄山火口南側及び硫黄山南西側～西南西側において、2023年10 月25 日の観測に引き続き噴気及び地熱域を確認しました。噴気
の状況や地熱域の分布に特段の変化は認められませんでした。硫黄山の西側 500ｍ付近では、噴気は確認されず、地熱域の分布に特段の
変化は認められませんでした。
（気象庁 令和６年（2024年）の霧島山の火山活動）

• 監視カメラによる観測では、硫黄山の南側の噴気地帯で噴気が最高で300ｍ以上まで上がるなど、活発な噴気活動が続いています。
• 同噴気地帯では、一部の噴気孔からの熱水の流出を時々確認しました。硫黄山の西側500ｍ付近の噴気地帯では、噴気は観測されません

でした。
• ５日及び 19 日に実施した現地調査では、硫黄山の南側の噴気地帯において、活発な噴気活動が引き続き認められました。前回観測（2023 

年 11 月 21 日）と比較して硫黄山火口内南東側斜面の地熱域がわずかに拡大していることが認められました。また、硫黄山西側 500ｍ付近
では噴気は確認されませんでした。
（気象庁 霧島山の火山活動解説資料（令和７年３月））

気象庁 霧島山の火山活動解説資料（令和７年３月）

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]




